２     eq \o\ad(用語の解説,　　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(自然増加,　　　　　　　　　)      出生数から死亡数を減じたものをいう。

 eq \o\ad(乳児死亡,　　　　　　　　　)      生後1年未満の死亡をいう。

 eq \o\ad(新生児死亡,　　　　　　　　　)      生後4週未満の死亡をいう。

 eq \o\ad(早期新生児死亡,　　　　　　　　　)      生後1週未満の死亡をいう。

 eq \o\ad(妊娠期間,　　　　　　　　　)      出生、死産及び周産期死亡の妊娠期間は満週数による。

                      （昭和53年までは、数えによる妊娠月数）

                        早期：妊娠満37週未満（259日未満）

                        正期：妊娠満37週から満42週未満（259日から293日）

                        過期：妊娠満42週以上（294日以上）

 eq \o\ad(死産,　　　　　　　　　)      妊娠満12週（妊娠第4月）以後の死児の出産をいい、死児とは、出産後において心臓膊動、随意筋の運動及び呼吸のいずれも認めないものをいう。

自然死産と人工死産      人工死産とは、胎児の母体内生存が確実であるときに、人工

                      的処置（胎児又は附属物に対する措置及び陣痛促進剤の使用）

                      を加えたことにより死産に至った場合をいい、それ以外はすべ

                      て自然死産とする。

                        なお、人工的処置を加えた場合でも、次のものは自然死産と

                      する。

（1） 胎児を出生させることを目的とした場合

（2） 母体内の胎児が生死不明か、又は死亡している場合

 eq \o\ad(周産期死亡,　　　　　　　　　)      妊娠満22週（154日）以後の死産に早期新生児死亡を加え

                      たものをいう。

